
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

小中一貫教育による義務教育９年間を通じた教育課程の編成と系統的な教育を施すための新しい教育づくりの推進
生涯を通じた学習環境の充実や学校・家庭・地域の連携◎

◎
土曜授業の実施による反復学習の時間の確保◎

【小清水町の学力向上策】

教　　　科

学校質問紙

児童質問紙

○

○

○

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業を行っている。

○

○ 授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の
人と関わったりする機会を設定している。

「国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝
わるように話の組み立てを工夫している」と回答し
た児童の割合が、全国を上回っている。

「『総合的な学習の時間』では、自分で課題を立て
て情報を集め整理して、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいる」と回答した児童の
割合が、全国及び全道を上回っている。

国語の指導として、目的や相手に応じて話し
たり聞いたりする授業を学校全体で継続的に
行ったことにより、児童に、話す順序や構成を
工夫し、適切な言葉遣いで話す能力などが身
に付き、国語Ａの「話すこと・聞くこと」で全国を
上回ったと考えられる。

○

　【学校質問紙調査】  【学校質問紙調査】

授業や課外活動で地域のことを調べたり、地
域の人と関わったりする機会を設定するな
ど、地域の教育資源を積極的に活用したこと
により、身近な事象を主体的にとらえ、探究的
に学習する活動の充実が図られたと考えられ
る。

■小清水町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：40人）

【教科全体の状況】

【分析】

○

 【児童質問紙調査】

 【児童質問紙調査】

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

算数Aでは、「量と測定」で全国と同じである。

○

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

小清水町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

100.0 

35.9 

34.4 

53.0 

51.5 

10.6 

12.9 

0.4 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小清水町

全道

全国

授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わった

りする機会の設定を行いましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

100.0 

33.8 

24.5 

60.9 

67.7 

5.3 

7.6 0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小清水町

全道

全国

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞いたりする

授業を行いましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

37.5 

30.0 

27.1 

45.0 

41.9 

42.7 

15.0 

21.7 

23.1 

2.5 

6.3 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小清水町

全道

全国

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組

んでいますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

27.5 

20.5 

21.2 

25.0 

42.2 

42.2 

32.5 

28.5 

28.1 

15.0 

8.6 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小清水町

全道

全国

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように

話の組み立てを工夫していますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

- 356 -



　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

教　　　科
数学Ｂでは、すべての領域で全国を上回ってい
る。

授業の最後に学習したことを振り返る活動を
計画的に取り入れる指導を学校全体で進め
たことにより、家で、学校の授業の復習をする
など、家庭学習の習慣の定着が図られたと考
えられる。

○

学校質問紙
○ 授業の最後に学習したことを振り返る活動を計画

的に取り入れている。

「家で、学校の授業の復習をしている」と回答した
生徒の割合が、全国及び全道を上回っている。

「数学の授業の内容がよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国及び全道を上回っている。

生徒質問紙

○

国語Ａ・Ｂでは、「書くこと」で全国を上回っている。

◎
◎

【小清水町の学力向上策】
土曜授業の実施による反復学習の時間の確保
小中一貫教育による義務教育９年間を通じた教育課程の編成と系統的な教育を施すための新しい教育づくりの推進
生涯を通じた学習環境の充実や学校・家庭・地域の連携

  【学校質問紙調査】

■小清水町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：29人）

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

○

　【学校質問紙調査】

○

○

  【生徒質問紙調査】

  【生徒質問紙調査】

近隣等の小学校と、授業研究を行うなど、合同して
研修を行った。

○ 小学校と、授業研究を行うなど、合同して研修
を行うことにより、算数・数学の系統性を踏ま
えた授業改善が図られ、「数学の授業の内容
がよく分かる」と回答した生徒の割合が、全国
及び全道を上回ったと考えられる。
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